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　今後、施設の更新や耐震化など事業費の増加が見込まれ、財政状況が厳しくなることから、
収入の確保に努めるとともに、将来的にも過大な負担とならないよう企業債を適正に管理して
いきます。
　また、業務の増加に対応するため、委託の内容や範囲を適宜見直し、経営の効率化を進めます。

・健全経営を維持しながら着実に事業を進めることができます

取　　組

①財務基盤の強化
● 未利用地の売却などにより資金の確保に努めます。
● 企業債の借入を抑制することにより、企業債残高の縮減に努めます。

②委託業務範囲の拡大
● 外部に委ねることが適切な業務の委託化を検討していきます。
● 効果的な施設運営手法などの導入のため、民間企業が施設の建設・運営を行う PFI45を含め
た事業手法の調査・検討を進めます。

指　　標
指　標　名 H25（2013）年度末

実　　績
H30（2018）年度末

実　　績
R6（2024）年度末

目　　標

企業債残高 1,074 億円 709億円 610億円以下

重点取組項目 経営基盤の強化と連携の推進4

財務基盤の強化と経営の効率化１2

 45【PFI】Private Finance Initiative の略称で、公共施設の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う手法のこと。


